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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月11日(2018.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）発光源基質；
　（ｂ）有効量の、式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体、

　式中
　Ｒ1は、水素、アルキル、置換アルキル、アルキル－アリール、アルキル－ヘテロアリ
ール、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、カルボン酸、エステル、ＮＲaＲb、
イミン、ヒドロキシル、またはオキソであり；
　Ｒ2は、水素、ＮＲaＲb、イミン、アルキル、またはアリールであり；
　Ｒa及びＲbは、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアリールであり；ならびに
　（ｃ）有機溶媒、
を含む、組成物。
【請求項２】
　発光酵素を含まない、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記発光源基質が、セレンテラジンまたはその機能類似体である、請求項１に記載の組
成物。
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【請求項４】
　前記発光源基質が、フリマジン（セレンテラジンの機能類似体）である、請求項１に記
載の組成物。
【請求項５】
　前記発光源基質が、分解に対して安定化されている、請求項１または３に記載の組成物
。
【請求項６】
　前記発光源基質が、光の存在下、分解に対して安定化されている、請求項１、３または
４に記載の組成物。
【請求項７】
　前記発光源基質が、光の不在下、分解に対して安定化されている、請求項１、３または
４に記載の組成物。
【請求項８】
　前記発光源基質が、－８０℃～６０℃の温度で分解に対して安定化されている、請求項
１または３に記載の組成物。
【請求項９】
　前記発光源基質が、前記式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体を含まない組成物と比
較して、分解に対して安定化されている、請求項６または７に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、０．１ｍＭ超である、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１１】
　前記式（Ｉ）の化合物が、以下からなる群より選択される、請求項１に記載の組成物：
ＡＴＴ、ＡＴＣＡ、３－（４－アミノ－５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テ
トラヒドロ－１，２，４－トリアジン－６－イル）プロパン酸、４－（（２－フリルメチ
レン）アミノ）－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－
オン、６－ベンジル－３－スルファニル－１，２，４－トリアジン－５－オール、４－ア
ミノ－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オン、３－
（５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テトラヒドロ－１，２，４－トリアジン
－６－イル）プロパン酸、（Ｅ）－６－メチル－４－（（チオフェン－２－イルメチレン
）アミノ）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－
オン、（Ｅ）－６－メチル－４－（（３－ニトロベンジリデン）アミノ）－３－チオキソ
－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、（Ｅ）－４－（（４
－（ジエチルアミノ）ベンジリデン）アミノ）－６－メチル－３－チオキソ－３，４－ジ
ヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、ＡＴＣＡエチルエステル、ＴＡＫ
－００１４、ＴＡＫ－０００２、ＴＡＫ－００２１、ＴＡＫ－００２０、ＴＡＫ－００１
８、ＴＡＫ－０００９、ＴＡＫ－０００７、ＴＡＫ－０００８、ＴＡＫ－０００３、ＴＡ
Ｋ－０００４、３－チオキソ－６－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－１，２
，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、６－シクロプロピル－３－チオキソ－３，４－ジ
ヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、及び６－（ヒドロキシメチル）－
３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン。
【請求項１２】
　前記式（Ｉ）の化合物が、ＡＴＴであり、ＡＴＴの前記有効量が、３２ｍＭ超である、
請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記有機溶媒が、アルコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳ
Ｏ）、アセトニトリル、グリセロール、及びそれらの任意の組み合わせからなる群より選
択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　単独の容器中に請求項１、３、４または１０～１３に記載の組成物を含むキットであっ
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て、前記式（Ｉ）の化合物が、前記発光源基質を安定化させる、前記キット。
【請求項１５】
　発光源基質の安定化方法であって、該方法が、有機溶媒の存在下、該発光源基質を、有
効量の、式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体と接触させ、それにより該発光源基質を
分解に対して安定化させることを含み、
　前記式（Ｉ）の化合物が、以下のものであり

　式中、
　Ｒ1は、水素、アルキル、置換アルキル、アルキル－アリール、アルキル－ヘテロアリ
ール、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、カルボン酸、エステル、ＮＲaＲb、
イミン、ヒドロキシル、またはオキソであり；
　Ｒ2は、水素、ＮＲaＲb、イミン、アルキル、またはアリールであり；かつ
　Ｒa及びＲbは、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアリールである、
前記方法。
【請求項１６】
　前記発光源基質が、セレンテラジンまたはその機能類似体である、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記発光源基質が、フリマジン（セレンテラジンの機能類似体）である、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記発光源基質が、光の存在下、分解に対して安定化されている、請求項１５～１７に
記載の方法。
【請求項１９】
　前記発光源基質が、光の不在下、分解に対して安定化されている、請求項１５～１７に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記発光源基質が、－８０℃～６０℃の温度で分解に対して安定化されている、請求項
１５または１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記発光源基質が、前記式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体を含まない組成物と比
較して、分解に対して安定化されている、請求項１８または１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、０．１ｍＭ超である、請求項１５に記載の方法
。
【請求項２３】
　前記式（Ｉ）の化合物が、以下からなる群より選択される、請求項１５に記載の方法：
ＡＴＴ、ＡＴＣＡ、３－（４－アミノ－５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テ
トラヒドロ－１，２，４－トリアジン－６－イル）プロパン酸、４－（（２－フリルメチ
レン）アミノ）－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－
オン、６－ベンジル－３－スルファニル－１，２，４－トリアジン－５－オール、４－ア
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ミノ－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オン、３－
（５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テトラヒドロ－１，２，４－トリアジン
－６－イル）プロパン酸、（Ｅ）－６－メチル－４－（（チオフェン－２－イルメチレン
）アミノ）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－
オン、（Ｅ）－６－メチル－４－（（３－ニトロベンジリデン）アミノ）－３－チオキソ
－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、（Ｅ）－４－（（４
－（ジエチルアミノ）ベンジリデン）アミノ）－６－メチル－３－チオキソ－３，４－ジ
ヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、ＡＴＣＡエチルエステル、ＴＡＫ
－００１４、ＴＡＫ－０００２、ＴＡＫ－００２１、ＴＡＫ－００２０、ＴＡＫ－００１
８、ＴＡＫ－０００９、ＴＡＫ－０００７、ＴＡＫ－０００８、ＴＡＫ－０００３、ＴＡ
Ｋ－０００４、３－チオキソ－６－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－１，２
，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、６－シクロプロピル－３－チオキソ－３，４－ジ
ヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、及び６－（ヒドロキシメチル）－
３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン。
【請求項２４】
　前記式（Ｉ）の化合物が、ＡＴＴであり、該ＡＴＴの前記有効量が、３２ｍＭ超である
、請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　前記有機溶媒が、アルコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳ
Ｏ）、アセトニトリル、グリセロール、及びそれらの任意の組み合わせからなる群より選
択される、請求項１５に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７１】
　開示される実施形態に対する様々な変更及び修飾が、当業者には明らかであるだろう。
そのような変更及び修飾は、化学構造、置換基、誘導体、中間体、合成、組成物、配合、
または本発明の使用方法に関連するものも含めて、制限無く、本発明の精神及び範囲から
逸脱することなくなされる場合がある。
　本発明の好ましい態様は、下記の通りである。
〔１〕（ａ）発光源基質；
　（ｂ）有効量の、式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体、

　式中
　Ｒ1は、水素、アルキル、置換アルキル、アルキル－アリール、アルキル－ヘテロアリ
ール、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、カルボン酸、エステル、ＮＲaＲb、
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イミン、ヒドロキシル、またはオキソであり；
　Ｒ2は、水素、ＮＲaＲb、イミン、アルキル、またはアリールであり；
　Ｒa及びＲbは、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアリールであり；ならびに
　（ｃ）有機溶媒、
を含む、組成物。
〔２〕発光酵素を含まない、前記〔１〕に記載の組成物。
〔３〕前記発光源基質が、分解に対して安定化されている、前記〔１〕に記載の組成物。
〔４〕前記発光源基質が、前記式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体を含まない組成物
と比較して、分解に対して安定化されている、前記〔３〕に記載の組成物。
〔５〕前記発光源基質が、光の存在下、分解に対して安定化されている、前記〔３〕また
は〔４〕に記載の組成物。
〔６〕前記発光源基質が、光の不在下、分解に対して安定化されている、前記〔３〕また
は〔４〕に記載の組成物。
〔７〕前記発光源基質が、－８０℃～６０℃の温度で分解に対して安定化されている、前
記〔３〕または〔４〕に記載の組成物。
〔８〕前記発光源基質が、セレンテラジンまたはその機能類似体である、前記〔１〕に記
載の組成物。
〔９〕前記セレンテラジンまたはその機能類似体が、分解に対して安定化されている、前
記〔８〕に記載の組成物。
〔１０〕前記セレンテラジンまたはその機能類似体が、光の存在下、分解に対して安定化
されている、前記〔９〕に記載の組成物。
〔１１〕前記セレンテラジンまたはその機能類似体が、前記式（Ｉ）の化合物またはその
互変異性体を含まない組成物と比較して、光の存在下、分解に対して安定化されている、
前記〔１０〕に記載の組成物。
〔１２〕前記セレンテラジンまたはその機能類似体が、光の不在下、分解に対して安定化
されている、前記〔９〕に記載の組成物。
〔１３〕前記セレンテラジンまたはその機能類似体が、前記式（Ｉ）の化合物またはその
互変異性体を含まない組成物と比較して、光の不在下、分解に対して安定化されている、
前記〔１２〕に記載の組成物。
〔１４〕前記セレンテラジンまたはその機能類似体が、－８０℃～６０℃の温度で分解に
対して安定化されている、前記〔９〕に記載の組成物。
〔１５〕前記セレンテラジンの機能類似体が、フリマジンである、前記〔８〕に記載の組
成物。
〔１６〕フリマジンが、光の存在下、分解に対して安定化されている、前記〔１５〕に記
載の組成物。
〔１７〕フリマジンが、前記式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体を含まない組成物と
比較して、光の存在下、分解に対して安定化されている、前記〔１６〕に記載の組成物。
〔１８〕フリマジンが、光の不在下、分解に対して安定化されている、前記〔１５〕に記
載の組成物。
〔１９〕フリマジンが、前記式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体を含まない組成物と
比較して、光の不在下、分解に対して安定化されている、前記〔１８〕に記載の組成物。
〔２０〕前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、０．１ｍＭ超である、前記〔１〕に記載
の組成物。
〔２１〕前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、１ｍＭ超である、前記〔２０〕に記載の
組成物。
〔２２〕前記式（Ｉ）の化合物が、以下からなる群より選択される、前記〔１〕に記載の
組成物：ＡＴＴ、ＡＴＣＡ、３－（４－アミノ－５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４
，５－テトラヒドロ－１，２，４－トリアジン－６－イル）プロパン酸、テトラヒドロ－
２－メチル－３－チオキソ－１，２，４－トリアジン－５，６－ジオン、４－（（２－フ
リルメチレン）アミノ）－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（
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４Ｈ）－オン、６－ベンジル－３－スルファニル－１，２，４－トリアジン－５－オール
、４－アミノ－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オ
ン、３－（５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テトラヒドロ－１，２，４－ト
リアジン－６－イル）プロパン酸、（Ｅ）－６－メチル－４－（（チオフェン－２－イル
メチレン）アミノ）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（
２Ｈ）－オン、（Ｅ）－６－メチル－４－（（３－ニトロベンジリデン）アミノ）－３－
チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、（Ｅ）－４
－（（４－（ジエチルアミノ）ベンジリデン）アミノ）－６－メチル－３－チオキソ－３
，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、ＡＴＣＡエチルエステル
、ＴＡＫ－００１４、ＴＡＫ－０００２、ＴＡＫ－００２１、ＴＡＫ－００２０、ＴＡＫ
－００１８、ＴＡＫ－０００９、ＴＡＫ－０００７、ＴＡＫ－０００８、ＴＡＫ－０００
３、ＴＡＫ－０００４、３－チオキソ－６－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ
－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、６－シクロプロピル－３－チオキソ－３
，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、及び６－（ヒドロキシメ
チル）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン
。
〔２３〕前記式（Ｉ）の化合物が、ＡＴＴであり、ＡＴＴの前記有効量が、３２ｍＭ超で
ある、前記〔２２〕に記載の組成物。
〔２４〕ＡＴＴの前記有効量が、２２５ｍＭである、前記〔２３〕に記載の組成物。
〔２５〕前記有機溶媒が、アルコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド（
ＤＭＳＯ）、アセトニトリル、グリセロール、及びそれらの任意の組み合わせからなる群
より選択される、前記〔１〕に記載の組成物。
〔２６〕前記有機溶媒が、エタノールとプロピレングリコールとの組み合わせである、前
記〔２５〕に記載の組成物。
〔２７〕前記有機溶媒が、エタノールとグリセロールとの組み合わせである、前記〔２５
〕に記載の組成物。
〔２８〕発光源基質の安定化方法であって、該方法が、有機溶媒の存在下、該発光源基質
を、有効量の、式（Ｉ）の化合物またはその互変異性体と接触させ、それにより該発光源
基質を分解に対して安定化させることを含み、
前記式（Ｉ）の化合物が、以下のものであり

　式中、
　Ｒ1は、水素、アルキル、置換アルキル、アルキル－アリール、アルキル－ヘテロアリ
ール、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、カルボン酸、エステル、ＮＲaＲb、
イミン、ヒドロキシル、またはオキソであり；
　Ｒ2は、水素、ＮＲaＲb、イミン、アルキル、またはアリールであり；かつ
　Ｒa及びＲbは、それぞれ独立して、水素、アルキル、またはアリールである、
前記方法。
〔２９〕前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、０．１ｍＭ超である、前記〔２８〕に記
載の方法。
〔３０〕前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、１ｍＭ超である、前記〔２９〕に記載の
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方法。
〔３１〕前記式（Ｉ）の化合物が、以下からなる群より選択される、前記〔２８〕に記載
の方法：ＡＴＴ、ＡＴＣＡ、３－（４－アミノ－５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４
，５－テトラヒドロ－１，２，４－トリアジン－６－イル）プロパン酸、テトラヒドロ－
２－メチル－３－チオキソ－１，２，４－トリアジン－５，６－ジオン、４－（（２－フ
リルメチレン）アミノ）－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（
４Ｈ）－オン、６－ベンジル－３－スルファニル－１，２，４－トリアジン－５－オール
、４－アミノ－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オ
ン、３－（５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テトラヒドロ－１，２，４－ト
リアジン－６－イル）プロパン酸、（Ｅ）－６－メチル－４－（（チオフェン－２－イル
メチレン）アミノ）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（
２Ｈ）－オン、（Ｅ）－６－メチル－４－（（３－ニトロベンジリデン）アミノ）－３－
チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、（Ｅ）－４
－（（４－（ジエチルアミノ）ベンジリデン）アミノ）－６－メチル－３－チオキソ－３
，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、ＡＴＣＡエチルエステル
、ＴＡＫ－００１４、ＴＡＫ－０００２、ＴＡＫ－００２１、ＴＡＫ－００２０、ＴＡＫ
－００１８、ＴＡＫ－０００９、ＴＡＫ－０００７、ＴＡＫ－０００８、ＴＡＫ－０００
３、ＴＡＫ－０００４、３－チオキソ－６－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ
－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、６－シクロプロピル－３－チオキソ－３
，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、及び６－（ヒドロキシメ
チル）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン
。
〔３２〕前記式（Ｉ）の化合物が、ＡＴＴであり、該ＡＴＴの前記有効量が、３２ｍＭ超
である、前記〔３１〕に記載の方法。
〔３３〕前記ＡＴＴの前記有効量が、２２５ｍＭである、前記〔３２〕に記載の方法。
〔３４〕発光源基質が、光の存在下、分解に対して安定化されている、前記〔２８〕に記
載の方法。
〔３５〕前記発光源基質が、光の不在下、分解に対して安定化されている、前記〔２８〕
に記載の方法。
〔３６〕前記発光源基質が、－８０℃～６０℃の温度で分解に対して安定化されている、
前記〔２８〕に記載の方法。
〔３７〕前記発光源基質が、セレンテラジンまたはその機能類似体である、前記〔２８〕
に記載の方法。
〔３８〕前記セレンテラジンの機能類似体が、フリマジンである、前記〔３７〕に記載の
方法。
〔３９〕フリマジンが、光の存在下、分解に対して安定化されている、前記〔３８〕に記
載の方法。
〔４０〕フリマジンが、光の不在下、分解に対して安定化されている、前記〔３８〕に記
載の方法。
〔４１〕前記有機溶媒が、アルコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド（
ＤＭＳＯ）、アセトニトリル、グリセロール、及びそれらの任意の組み合わせからなる群
より選択される、前記〔２８〕に記載の方法。
〔４２〕前記有機溶媒が、エタノールとプロピレングリコールとの組み合わせである、前
記〔４１〕に記載の方法。
〔４３〕前記有機溶媒が、エタノールとグリセロールとの組み合わせである、前記〔４１
〕に記載の方法。
〔４４〕単独の容器中に前記〔１〕に記載の組成物を含むキットであって、前記式（Ｉ）
の化合物が、前記発光源基質を安定化させる、前記キット。
〔４５〕前記発光源基質が、セレンテラジンまたはその機能類似体である、前記〔４４〕
に記載のキット。
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〔４６〕前記セレンテラジンの機能類似体が、フリマジンである、前記〔４５〕に記載の
キット。
〔４７〕前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、０．１ｍＭ超である、前記〔４４〕に記
載のキット。
〔４８〕前記式（Ｉ）の化合物の前記有効量が、１ｍＭ超である、前記〔４７〕に記載の
キット。
〔４９〕前記〔４４〕に記載のキットであって、前記式（Ｉ）の化合物が、以下からなる
群より選択される、前記キット：ＡＴＴ、ＡＴＣＡ、３－（４－アミノ－５－オキソ－３
－チオキソ－２，３，４，５－テトラヒドロ－１，２，４－トリアジン－６－イル）プロ
パン酸、テトラヒドロ－２－メチル－３－チオキソ－１，２，４－トリアジン－５，６－
ジオン、４－（（２－フリルメチレン）アミノ）－３－メルカプト－６－メチル－１，２
，４－トリアジン－５（４Ｈ）－オン、６－ベンジル－３－スルファニル－１，２，４－
トリアジン－５－オール、４－アミノ－３－メルカプト－６－メチル－１，２，４－トリ
アジン－５（４Ｈ）－オン、３－（５－オキソ－３－チオキソ－２，３，４，５－テトラ
ヒドロ－１，２，４－トリアジン－６－イル）プロパン酸、（Ｅ）－６－メチル－４－（
（チオフェン－２－イルメチレン）アミノ）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２
，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、（Ｅ）－６－メチル－４－（（３－ニトロベンジ
リデン）アミノ）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２
Ｈ）－オン、（Ｅ）－４－（（４－（ジエチルアミノ）ベンジリデン）アミノ）－６－メ
チル－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、
ＡＴＣＡエチルエステル、ＴＡＫ－００１４、ＴＡＫ－０００２、ＴＡＫ－００２１、Ｔ
ＡＫ－００２０、ＴＡＫ－００１８、ＴＡＫ－０００９、ＴＡＫ－０００７、ＴＡＫ－０
００８、ＴＡＫ－０００３、ＴＡＫ－０００４、３－チオキソ－６－（トリフルオロメチ
ル）－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、６－シクロプロ
ピル－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリアジン－５（２Ｈ）－オン、
及び６－（ヒドロキシメチル）－３－チオキソ－３，４－ジヒドロ－１，２，４－トリア
ジン－５（２Ｈ）－オン。
〔５０〕前記式（Ｉ）の化合物が、ＡＴＴであり、ＡＴＴの前記有効量が、３２ｍＭ超で
ある、前記〔４９〕に記載のキット。
〔５１〕ＡＴＴの前記有効量が、２２５ｍＭである、前記〔５０〕に記載のキット。
〔５２〕前記有機溶媒が、アルコール、プロピレングリコール、ジメチルスルホキシド（
ＤＭＳＯ）、アセトニトリル、グリセロール、及びそれらの任意の組み合わせからなる群
より選択される、前記〔４４〕に記載のキット。
〔５３〕前記有機溶媒が、エタノールとプロピレングリコールとの組み合わせである、前
記〔５２〕に記載のキット。
〔５４〕前記有機溶媒が、エタノールとプロピレングリコールとの組み合わせである、前
記〔５３〕に記載のキット。
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